
資
料

書
写
山
圓
教
寺
蔵
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻

柴

佳
世
乃

こ
こ
に
翻
刻
紹
介
す
る
の
は
、
書
写
山
圓
教
寺
蔵
の
『
如
意
輪
講
式
』
で
あ
る
。
圓
教
寺
は
、
兵
庫
県
姫
路
市
に
あ
る
、
性
空
上

人
（
九
一
〇
〜
一
〇
〇
七
）
開
山
の
寺
で
、
西
の
比
叡
山
と
も
呼
ば
れ
る
古
刹
で
あ
る
。

本
講
式
は
、
澄
憲
（
一
一
二
六
〜
一
二
〇
三
）
の
手
に
成
る
七
段
の
『
如
意
輪
講（

１
）式

』
の
諸
本
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
七
段
式
の
『
如
意
輪
講
式
』
は
、
唱
導
で
名
高
い
安
居
院
澄
憲
が
、
奥
州
平
泉
の
藤
原

秀
衡
母
の
求
め
に
応
じ
て
作
成
し
た
も
の
と
い
い
、
澄
憲
が
書
写
山
に
二
七
日
（
十
四
日
間
）
籠
っ
て
作
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

書
写
山
に
そ
の
伝
本
が
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
作
品
の
成
立
伝
来
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
重
要
で
あ（

２
）る

。
管
見
に
入
っ
た
限

り
で
は
書
写
山
圓
教
寺
に
は
二
本
が
現
存
し
、
う
ち
一
本
は
、
書
写
山
の
長
吏
に
も
な
っ
た
実
祐
の
書
写
本
で
あ
る
。
こ
こ
に
翻
刻

す
る
の
は
、
こ
の
実
祐
本
で
あ
る
。
書
写
山
伝
来
本
に
は
、「
澄
憲
作
」
と
の
明
示
は
な
く
、
一
方
、
他
本
に
は
見
ら
れ
ぬ
書
写
山

な
ら
で
は
の
文
言
が
中
途
に
数
行
分
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
性
空
上
人
が
手
ず
か
ら
彫
っ
た
と
い
う
生
木
の
如
意
輪
観
音
を
本
尊
と
す

る
書
写
山
に
お
い
て
、
伝
来
・
勤
修
の
過
程
で
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
資
料
的
価
値
に
鑑
み
、
こ
れ
を
翻
刻
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

（１２７）



＊

講
式
と
は
、
仏
菩
薩
・
明
王
・
天
・
神
祇
諸
尊
・
祖
師
先
徳
な
ど
の
徳
を
讃
歎
し
た
式
文
を
唱
え
る
仏
教
儀
礼
で
あ
る
。
式
文
は

漢
文
を
訓
み
下
し
た
文
章
で
、
経
典
や
経
疏
な
ど
を
多
く
引
用
し
つ
つ
、
流
麗
な
文
体
で
練
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
特
有
の
曲
節
を

伴
っ
た
、
唱
え
て
美
し
い
式
文
と
伽
陀
は
、
聴
く
者
に
経
文
の
内
容
や
功
徳
を
印
象
づ
け
る
。
講
式
の
讃
歎
す
る
対
象
は
様
々
あ
る

が
、
如
意
輪
講
式
は
、
如
意
輪
観
音
を
讃
え
た
講
式
で
あ
る
。

こ
の
七
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
は
、
大
覚
寺
蔵
本
、
高
野
山
金
剛
三
昧
院
蔵
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
写
本
と

見
ら
れ
る
大
覚
寺
蔵
本
に
は
、
奥
書
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

本
に
云
く
、
陸
奥
秀
衡
の
母
の
請
に
依
り
、
延
暦
寺
澄
憲
僧
都
の
作
る
所
な
り
。
或
る
人
の
云
く
、
秀
衡
の
母
、
年
来
こ
の
如

意
輪
観
音
を
恭
敬
供
養
す
。
こ
の
式
を
い
か
が
し
て
書
か
せ
ん
と
思
ふ
と
こ
ろ
に
、
澄
憲
僧
都
を
こ
れ
聞
て
、
金
一
馬
を
贖
労

と
し
て
こ
れ
を
誂
ふ
。
そ
の
時
、
澄
憲
、
書
寫
山
に
籠
り
、
二
七
日
の
間
、
精
誠
を
致
し
て
こ
れ
を
書
く
と
云
々
。（
原
漢
文
）

す
な
わ
ち
、
如
意
輪
観
音
へ
の
信
仰
厚
か
っ
た
秀
衡
母
が
、
澄
憲
に
白
羽
の
矢
を
立
て
、
如
意
輪
講
式
の
述
作
を
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、
澄
憲
は
播
磨
の
書
写
山
圓
教
寺
に
籠
も
っ
て
式
文
を
書
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
高
野
山
金
剛
三
昧
院
蔵
『
如
意
輪
講
式
』（
鎌

倉
中
期
写
本
）
の
奥
書
に
も
、「
陸
奥
秀
衡
の
母
の
請
に
依
り
、
延
暦
寺
澄
憲
法
印
の
作
る
所
な
り
」（
原
漢
文
）
と
あ
り
、
同
様
に

澄
憲
が
秀
衡
母
の
依
頼
に
よ
っ
て
作
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
成
立
に
ま
つ
わ
る
た
い
へ
ん
興
味
深
い
伝
承
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
点

か
ら
、「
伝
承
」
と
の
み
切
り
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
本
講
式
全
体
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
の
で

そ
れ
に
譲
る
が
、
他
な
ら
ぬ
書
写
山
圓
教
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
事
実
は
重
要
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
書
写
山
伝
来
本
の
特
徴
を
中
心
に
述
べ
る
。
書
写
山
に
は
、
現
在
確
認
し
た
限
り
で
は
本
七
段
式
が
二
本
遺
さ
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れ
て
い
る
。
一
本
は
こ
こ
に
翻
刻
す
る
実
祐
本
、
も
う
一
本
は
奥
書
の
無
い
も
の
で
（
中
世
末
な
い
し
近
世
初
期
の
書
写
と
思
わ
れ

る
）、
両
者
は
、
一
部
表
記
が
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
他
は
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
実
祐
本
に
は
朱
の
合
点
や
音
訓
の
符
号
が
付
さ

れ
て
お
り
、
実
唱
さ
れ
た
可
能
性
を
思
わ
せ
る
が
、
も
う
一
本
に
は
そ
れ
が
無
い
。

書
写
山
本
と
大
覚
寺
本
と
の
異
同
を
か
い
つ
ま
ん
で
述
べ
れ
ば
、
全
体
と
し
て
多
少
の
字
句
の
異
な
り
が
あ
る
が
、
本
文
内
容
に

関
わ
っ
て
異
な
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
一
箇
所
、
意
味
内
容
が
異
な
る
異
同
が
あ
る
。
第
六
「
如
意
福
徳
門
」
の
冒
頭

部
に
述
べ
ら
れ
る
次
の
一
条
で
あ
る
。

コ
コ
ニ

於
焉
、
幸
福
尤
可
願
之
一

。
貧
賤
誰

レ
カ

不
ン

レ

厭
レ

之
ヲ

一

。
シ
ツ

是
ヲ

以
テ

、
菩
薩

ノ

六
度

ニ

闕
シ

二

檀
度
之
済
行

ヲ
一

、
止
観

ノ

五
縁
失

ス
二

衣
食
之
助
道

ヲ
一

矣
。

（
実
祐
本
２２８
〜
２３０
行
目
）

シ
ツ

こ
の
「
闕

シ
二

檀
度
之
済
行

ヲ
一

」「
失

ス
二

衣
食
之
助
道

ヲ
一

」
の
部
分
は
、
他
本
（
大
覚
寺
本
・
高
野
山
金
剛
三
昧
院
本
に
共
通
。
以
下

ヒ
ラ
キ

の
引
用
は
大
覚
寺
本
）
に
は
、「
闡
檀
度

ノ

之
済
行

ヲ
一

」「
先

キ
ト
ス

衣
食
之
助
道

ヲ
一

」（
当
該
部
分
全
体
は
「
是
以

テ

、
菩
薩

ノ

六
度

ニ
ハ

ヒ
ラ
キ

闡
檀
度

ノ

之
済
行

ヲ
一

、
止
観

ノ

五
縁
先

キ
ト
ス

衣
食
之
助
道

ヲ
一

矣
」）
と
あ
る
。
前
後
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
菩
薩
の
六
度
（
六
波
羅
蜜
）

を
う
た
う
部
分
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
闡
く
」「
先
と
す
」
と
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。
文
字
形
が
似
て
い
る
の
で
、
書
写
山
本
は
「
闕

す
」「
失
す
」
と
誤
っ
た
も
の
か
。

さ
ら
に
、
書
写
山
本
に
は
、
独
自
に
数
行
分
の
文
章
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
第
七
「
往
生
極
楽
門
」
の
冒
頭
部
分
に
見
え
る
以
下

の
一
節
で
あ
る
。

〽
就
中
、
至

テ
ハ

二

当
寺

ノ

観
音

ニ
一

者
、
巧
匠
未サ

ル
ニ

タ
二

加
ヘ

レ

切
ヲ

一

、
天
人
既

ニ

来
テ

作
ス

レ

礼
ヲ

。
当シ

ニ
レ

知
ル

生
木

ノ

紅
桜
即

チ

是
生
身

ノ

金

容
ナ
リ
ト
云
事
ヲ

。
〽
其
讃
歎

ノ

偈
ニ

云
、
〽
稽
首
生
木
如
意
輪
、
能
満
有
情
福
寿
願
、
亦
満
往
生
極
楽
願
、
百
千
倶
胝
心
所
念

ト
云
々

。

（１２９）

書
写
山
圓
教
寺
蔵
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻



（
２６０
〜
２６４
行
目
）

こ
れ
は
書
写
山
本
独
自
の
本
文
で
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な（

３
）い

。「
当
寺
」
す
な
わ
ち
書
写
山
圓
教
寺
の
如
意
輪
観
音
像
が
、
性
空
上

人
が
天
人
の
告
げ
に
よ
っ
て
感
得
し
た
、
生
木
の
桜
樹
か
ら
成
る
像
で
あ
る
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
五
「
宿
縁
厚
故
門
」

に
も
性
空
上
人
へ
の
言
及
が
あ
り
（
実
祐
本
２００
〜
２０２
行
目
）、
こ
の
部
分
は
諸
本
に
共
通
し
て
い
る
。
書
写
山
本
は
、
第
五
段
、
第

七
段
に
わ
た
っ
て
当
寺
と
の
ゆ
か
り
を
示
す
の
で
あ
る
。
当
該
の
文
言
が
い
つ
誰
に
よ
っ
て
付
加
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

伝
来
・
勤
修
の
過
程
で
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

さ
て
、
書
写
者
の
実（

４
）祐

（
一
五
〇
五
〜
一
五
九
一
）
に
つ
い
て
述
べ
る
。
実
祐
は
、
第
百
六
世
長
吏
に
な
っ
た
人
物
で
、『
円
教

寺
長
吏
記
』
に
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

第
百
六
世

長
吏
実
祐

十
妙
院

コ
ロ
ヲ
イ

釈
ノ

実
祐
黎
二

幼
童

ノ
一

、
落
髪

シ
テ

受
二

於
戒

ヲ

台
宗

ニ
一

、
住
二

持
東
谷
十
妙
院

ニ
一

、
恒

ニ

遊
二

顕
密
之
法
席
一

、
理
明

ニ

欲
二

如
ク

レ

法

行
セ
ン
ト

一

、
詣
二

山
門

ニ
一

、
仰
二

豪
盛
僧
正
之
智
風

ヲ
一

、
吾

カ

宗
ノ

法
門
粗
伝
レ

是
ヲ

、
写
山
之
智
龍

ニ
シ
テ

、
嘉
名
高

ク

驚
シ

二

天
聴

ヲ
一

、
万

流
之
法
虎

ニ
シ
テ

、
徳
風
遠

ク

達
ス

二

叡
聞

ニ
一

。
賜

テ
二

尊
貴

ノ

高
官

ヲ
一

、
任

ス
二

権
僧
正

ニ
一

。
累
徳

ノ

所
レ

感
遇

フ
二

延
齢

ノ

寿
ニ

一

。
天
正
戊
子

載
六
月
廿
日

ニ

領
二

長
吏
職

ヲ
一

〈
持
職
四
年
〉。
造
次
顛
沛

ニ

令
法
久
住
之
志
切

ニ
シ
テ

、
至

マ
テ

二

或
法
則
等

ニ
一

成
シ
テ

二

辛
苦

ヲ
一

書
シ

レ

之
、

胎
二

澆
世

ニ
一

。
或
時
為

メ
レ

唱
二

未
来

ニ

八
相

ヲ
一

、
与
物
結
縁

ヲ

於
テ

二

観
音
堂
前
一

、
施
二

行
ス

往
還

ノ

人
ニ

一

。
謔

ニ

云
ク

、
此

ノ

人
弥
陀

ノ

名

号
ニ

得
レ

妙
ヲ

、
書

ル
ニ

レ

焉
不

ス
レ

如
ナ
ラ

二

心
ニ

思
カ

一

、
取

テ

入
二

畳
下

ニ
一

、
名
号
燦
然

ト
シ
テ

、
燃
上

ス

也
。
此

レ
ハ

是
レ

古
老
之
口
実
。
果

シ
テ

臨
テ

レ

終
ニ

、
八
十
七

ニ
シ
テ

卒
然

ト
シ
テ

而
示

ス
レ

寂
ヲ

矣
。

天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
か
ら
四
年
間
長
吏
を
つ
と
め
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
、「
顕
密
兼
学
、
音
曲
無
双
之
能
読
」
の
長
吏
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豪
盛
（
第
八
十
九
世
）
の
学
風
を
仰
ぎ
慕
っ
て
学
僧
と
し
て
名
を
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
代
前
の
長
吏
、
百
三
世
快
円
の
条
に

も
実
祐
の
名
は
見
え
、
活
躍
の
程
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
実
祐
は
、『
赤
松
記
』、『
円
教
寺
長
吏
実
祐
筆
記
』（
実
祐
が
天
正
十
七
年
〈
一
五
八
九
〉、
八
十
五
歳
で
著
し
た
書
。
圓
教

寺
蔵
、『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
四
な
ど
に
翻
刻
）
や
『
書
写
山
十
地
坊
過
去
帳
』（
実
祐
住
坊
だ
っ
た
十
地
坊
が
在
世
中
に
十
妙

院
と
な
っ
た
際
に
著
さ
れ
た
書
。『
実
祐
筆
記
』
と
同
様
、
天
正
十
七
年
の
成
立
。
同
じ
く
『
兵
庫
県
史
』
に
翻
刻
）
等
を
残
し
て

い
る
。
実
祐
が
長
吏
に
な
る
以
前
、
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
、
書
写
山
は
秀
吉
の
襲
撃
に
遇
い
、
そ
の
混
乱
で
多
く
の
文
物
を

失
っ
た
。
本
講
式
書
写
奥
書
に
も
「
一
乱
の
時
、
こ
れ
を
取
り
散
ら
し
訖
ん
ぬ
」
と
あ
る
。
近
世
の
快
倫
に
よ
る
『
円
教
寺
古
今
略

記
』「
乱
後
灌
頂
再
興
之
事
」
の
条
に
も
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
の
灌
頂
の
再
興
の
主
要
人
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
功
績

が
称
え
ら
れ
て
い
る
。
本
講
式
書
写
を
も
含
め
、
貴
重
な
文
物
が
失
わ
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
筆
写
に
努
め
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。『
長
吏
記
』
に
「
造
次
顛
沛
に
、
法
久
住
せ
し
め
ん
の
志
切
に
し
て
、
或
ひ
は
法
則
等
に
至
る
ま
で
辛
苦
を
成
し
て
こ
れ
を
書

し
、
澆
世
に
胎
す
」
と
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
本
講
式
書
写
奥
書
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
実
祐
自
身
の
事
績
や
感
懐
（
３２８
〜
３３８
行
目
）

は
、
実
祐
の
伝
記
と
し
て
貴
重
な
一
資
料
と
な
ろ
う
。

本
講
式
は
、
天
正
七
年（
一
五
七
九
）に
如
意
輪
堂
参
籠
中
に
法
華
経
の
料
紙
裏
に
頓
写
し
た
も
の
を
、
後
年
、
天
正
十
五
年（
一

五
八
七
）
八
十
三
歳
の
折
に
再
び
写
し
た
も
の
と
い
う
。
作
者
と
し
て
「
澄
憲
」
の
名
は
見
え
な
い
が
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
成
立
周

辺
事
情
を
記
し
て
い
る
点
が
ま
た
興
味
深
い
。

〔
今
既
〕

此
御
作
者
又
其
御
願
主
事
、
慥

ニ

幼
年
之
時〈
実
祐
〉雖
聞
師
伝

ヲ

□
□
令
廃
忘
訖
。
或
御
女
院
寄
二

莫
太
之
用
途
一

御
懇
望
之
時
、

以
累
月
之
思
惟
作
進
献
之
云
々
。

（
３１６
〜
３１８
行
目
）

（１３１）
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と
、
女
人
成
仏
に
関
わ
っ
て
「
賢
聖
」
の
懇
望
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
、
自
分
は
幼
少
の
頃
に
伝
来
の
詳
細
を
聞
い
た
の
だ
が
年

を
取
っ
て
忘
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
確
か
そ
れ
は
、
あ
る
女
院
が
莫
大
な
費
用
を
寄
せ
て
懇
望
さ
れ
た
時
、
長
く
思
惟
の
末
に
作
成

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

誠
是
、
諸
式
之
中

ニ

無
比
類
一

之
文
体
也
。
本
尊
之
御
内
證
、
感
応
行
者
求
願
、
速
成
就
之
也
。
難
有
之
信
心
勇
発
云
々
。

（
３２５
〜
３２６
行
目
）

と
、
本
講
式
が
「
比
類
無
き
」
素
晴
ら
し
い
文
体
で
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
言
及
も
あ
る
。
澄
憲
の
名
こ
そ
見
え
な
い
が
、
書
写

山
で
の
伝
来
享
受
の
さ
れ
方
が
う
か
が
え
よ
う
。

な
お
、
書
写
山
圓
教
寺
に
は
、
こ
の
七
段
式
の
他
、
五
段
式
の
『
如
意
輪
講
式
』
が
写
本
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。『
寺
院
所
有

物
明
細（

５
）帳

』（
明
治
三
十
四
年
〈
一
九
〇
一
〉
に
天
台
座
主
に
提
出
し
た
寺
院
財
産
目
録
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
一
、
如
意
輪
講

式

一
巻
／
山
門
阿
弥
陀
坊
行
宗
ノ
撰
ニ
テ
、
生
木
ノ
元
由
、
利
益
感
応
等
ヲ
五
段
ニ
述
作
シ
テ
、
毎
月
十
八
日
本
尊
前
ニ
於
テ
之

ヲ
読
ム
ナ
リ
」
は
、
こ
の
五
段
式
で
あ
ろ
う
。
書
写
山
に
お
け
る
如
意
輪
講
式
勤
修
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み

た
い
。

注（
１
）
佐
々
木
邦
世
「
よ
み
が
え
る
「
信
の
風
光
」
―
秀
衡
の
母
請
託
『
如
意
輪
講
式
』
を
読
む
―
」（
中
尊
寺
仏
教
文
化
研
究
所
『
論
集
』

創
刊
号
、
一
九
九
七
年
五
月
）
に
先
駆
的
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
佐
々
木
論
文
で
は
、
大
覚
寺
本
が
紹
介
さ
れ
、
翻
刻
・
訓
読
さ
れ
て

い
る
。
ニ
ー
ル
ス
・
グ
リ
ュ
ベ
ル
ク
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
講
式
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
も
本
講
式
は
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
学
恩
に
与
っ
た
。
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＊
本
講
式
の
資
料
的
価
値
や
成
立
を
重
ん
じ
、
中
尊
寺
に
て
「
如
意
輪
講
式
奉
修
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
、
平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）

六
月
二
十
六
日
に
「
平
泉
世
界
遺
産
登
録
五
周
年
記
念
法
要

如
意
輪
講
式
」
が
中
尊
寺
本
堂
で
営
ま
れ
た
。
柴
も
委
員
と
し
て
加
わ

り
、
式
文
訓
読
と
譜
本
作
成
の
過
程
を
担
っ
た
。

（
２
）
柴
佳
世
乃
「
澄
憲
作
『
如
意
輪
講
式
』
に
つ
い
て
」（
中
尊
寺
「
如
意
輪
講
式
」
法
要
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
二
〇
一
六
年
六
月
）
に
概

要
を
述
べ
た
。

（
３
）
た
だ
「
讃
歎
の
偈
」
四
句
に
つ
い
て
は
、
大
覚
寺
本
の
裏
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
（
第
七
門
の
式
文
に
加
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
体

裁
で
は
な
い
）。

（
４
）
実
祐
に
つ
い
て
は
、『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
四
の
『
円
教
寺
長
吏
実
祐
筆
記
』『
書
写
山
十
地
坊
過
去
帳
』
の
解
題
に
略
歴
が
載

る
ほ
か
、『
播
磨
六
箇
寺
の
研
究
Ⅱ
―
書
写
山
円
教
寺
の
歴
史
文
化
遺
産
（
二
）
―
』（
大
手
前
大
学
史
学
研
究
所
研
究
報
告
第
一
四
号
、

二
〇
一
五
年
三
月
）
に
所
載
す
る
書
写
山
円
教
寺
所
蔵
文
書
の
解
題
に
も
略
歴
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
小
林
基
伸
執
筆
）。

（
５
）
前
掲
『
播
磨
六
箇
寺
の
研
究
Ⅱ
』
に
所
載
。

謝
辞貴

重
な
資
料
の
閲
覧
と
紹
介
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
圓
教
寺
大
樹
孝
啓
師
な
ら
び
に
大
樹
玄
承
師
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

付
記

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究（
Ｃ
）課
題
番
号
２
５
３
７
０
２
０
６
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

【
書
誌
】

巻
子
本
一
巻
。
法
量
、
縦
二
十
九
・
二
糎
。
全
長
九
九
三
・
五
糎
。
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）、
実
祐
の
書
写
。

表
紙
、
薄
縹
色
、
幅
十
九
・
五
糎
。
見
返
し
、
金
銀
箔
散
ら
し
。
軸
有
り
（
木
製
、
直
径
一
・
六
糎
）。
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外
題
「
如
意
輪
講
式
〈
実
祐
権
僧
正
／
文
筆
也
〉」（
題
箋
）、
内
題
「
如
意
輪
講
式
」。
尾
題
「
如
意
輪
講
式
」。

見
返
し
に
「
宝
暦
九
己
卯
七
月
修
補
之
／
十
妙
院
蔵
」
と
墨
書
。

料
紙
第
一
紙
の
端
（
表
紙
接
合
部
）
に
「
南
無
阿
弥
陀
息
ノ
仏
ヲ
伴
ヒ
テ
今
日
ノ
泊
リ
ヲ
極
楽
ノ
宿
」
と
墨
書
。

合
点
有
り
（
朱
）。
訓
点
・
送
り
仮
名
有
り
。
音
読
・
訓
読
符
有
り
（
朱
）。

〈
参
考
〉
書
写
山
圓
教
寺
蔵
七
段
式
『
如
意
輪
講
式
』
別
本
の
書
誌

巻
子
本
一
巻
。
法
量
、
縦
三
〇
・
一
糎
。
全
長
八
五
二
・
〇
糎
。

表
紙
無
し
。
軸
有
り
（
金
属
製
、
直
径
一
・
二
糎
）。

内
題
「
如
意
輪
講
式
」。
尾
題
「
如
意
輪
講
式
」。

奥
書
無
し
。
合
点
無
し
。
訓
点
・
送
り
仮
名
有
り
。

翻
刻
は
、
次
の
よ
う
な
方
針
で
行
っ
た
。

一
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
、
割
り
注
は
〈

〉
で
括
っ
た
。

一
、
行
取
り
は
底
本
に
従
っ
た
。

一
、
合
点
は
、「
〽
」
で
示
し
た
。
通
常
の
合
点
の
他
、
二
重
山
で
記
さ
れ
る
合
点
が
あ
り
、
区
別
す
る
た
め
に
、
そ
れ
を
「
〽
」

（
太
字
）
で
示
し
た
。

一
、
音
読
・
訓
読
符
は
、
印
刷
の
都
合
上
、
省
略
し
た
。
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一
、
虫
損
の
た
め
判
読
不
能
の
字
は
□
で
示
し
た
。

一
、
読
解
の
便
宜
の
た
め
、
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。

一
、
行
頭
に
冒
頭
か
ら
の
行
数
を
示
し
た
。

【
翻
刻
】

如
意
輪
講
式

〽
先

〽
惣
礼

〽
帰
命
蓮
華
王
、
大
悲
観
自
在
、
大
自
在
吉
祥
、
能
施
有
情
願

南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
〈
〽
三
遍
〉

蓮
華
部
中
諸
賢
聖
衆
十
方
法
界
一
切
三
宝

〽
次
〽
導
師
〽
着
座
〈
〽
法
用
〽
如
常
〉。

〽
次
表
白
〈
事
由
随
時
可
用
之
〉。

仏
宝（
朱
書
）

〽
敬
白
法
界
法
身

摩
訶
毘
盧
遮
那

〽
実
修

実
證
盧
舎
那
界
会

〽
一
代
教
主
牟
尼
薄
伽

九
品
能
化
弥
陀
種
覚

十
方
法
界
證
菩
提
者

法
宝（
朱
書
）

去
来
現
在
応
正
等
覚

〽
八
万
十
二
権
実
聖
教

僧
宝（
朱
書
）

無
障
碍
経
甚
深
妙
典

観
音
勢
至
諸
大

１５１０
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菩
薩
迦
葉
阿
難
諸
大
声
聞
、
〽
殊

ニ
ハ

〽
補
陀
落
〽
安
養
清
浄
集
会
、
蓮
華
部
中

諸
賢
聖
衆
、
〽
惣

テ
ハ

一
心
法
界
光
明

心
殿
、
理
性
随
縁
塵
刹
海
会

ノ

三
宝
境
界
驚フ

而
シ
テ

言
ク

、
〽
伏
惟

レ
ハ

、
〽
人
中
天
上
之
浮
花

イ
ク
ソ
ハ
ク
ソ
ノ

開
落
、

幾

之
春

ノ

風
。
〽
苦
海
愛
河
之
流
水

ヲ
ホ
ク

沈
浮
、
伎

ノ

夕
ノ

浪
。
〽
生

ニ々

ス々
ト

セ々
シ

ハ々

、
鉄
床

ト
コ
ロ

モ
ト

火
地

ノ

上
、
〽
処

ニ々

シ々
ト

セ々
シ

々
ハ

、
〽
刀
山
釼
樹

ノ

下
。

ヤ
ス

善
趣

ニ
ハ

難
ク

�

生
シ

、
悪
趣

ニ
ハ

易
キ

�

帰
リ

者
也
。

セ
キ
コ

ム

ノ

マ
レ

ウ

〽
粤

ニ
ト
ン

穸
虚
夢
之
中

ニ
ハ

、
稀

ニ

受
ケ

日
域
馬
台
之
人
身

ヲ
一

、
輪
転
浮
生
之
間

ニ

、

タ
マ
〳
〵
ア
ヘ

セ
キ

償

遇
リ

月
支
鵝
王
之
教
跡

ニ
一

。
〽
然

ル
ニ

歳
月

シ
キ
リ
カ
タ
フ

タ
レ

カ
ケ

メ
イ
ロ

洊
ニ

傾
ク

。
〽
孰

カ

期
ン

二

翌
日
之
晷

ヲ
一

。
冥
路

ヤ
ヽ

タ
ク
ハ

カ
テ

稍
近

シ

、
須

ク

蓄
フ

二

夜
台
之
粮

ヲ
一

。
〽
茲
以

テ

、

偏
ニ

仰
キ

二

一
尊
之
汲
引

ヲ
一

、
欲

フ
�

祷
ン
ト

二

二
世
之
雍
煕

ヲ

。

〽
夫
十
方
聖
衆
之
中

ニ
ハ

、
〽
観
自
在

ノ

慈
悲

コ
レ惟

深
重

ナ
リ

。
〽
六
観
世
音
之
内

ニ
ハ

、
如
意
輪

ノ

利
生

１５２０２５
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ヨ
テ

ク
ハ
タ
テ
ヽ

尤
掲
焉

ナ
リ

。
繇
�

是
ニ

、
〽
今
翅
二

一
座
七
門
之

講
肆

ヲ

、
早

ク

預
ン

二

二
求
両
願

ノ

満
足
一

。
〽
然

レ
ハ

則

ホ
シ
イ
マ
ゝ
ニ

テ
イ
ハ
ク
チ
ン
コ
ウ
ノ
ケ
イ

タ
モ

コ
ウ
カ

速
ニ

恣
シ

二

鄭
白
陳
紅
之
景
福

ヲ
一

、
永

ク

保
タ
ン

二

黄
牙

シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス

白
石
之
遐
算

ヲ
一

。
〽
加

以
、
眼
前

ニ
ハ

誇
テ

二

不
老

ト
モ
ナ
ヒ

不
死
之
赤
泉

ニ
一

、
伴
二

椿
葉
之
影

ニ
一

、
〽
身
後

ニ
ハ

マ
タ
ン

ノ
ヒ
ラ
ク
ル
ヲ

遊
テ

二

来
迎
引
接
之
紫
台

ニ
一

、
俟
二

荷
花
之
敷
一

。

タ
テ
ヽ

カ
ウ
カ
イ
ノ

立
二

片
言

ヲ
一

以
テ
ス

二

至
要

ヲ
一

、
〽
仍

テ

梗
概
之
啓
白
。

ト
ク
ノ

サ
ウ

懇
篤
之
志
不
能
二

叢
サ

ス
ル
ニ

一

。
具

ナ
ル

旨
在

リ

仏
陀
之
照
覧

ニ
一

而
已
。
〽
今
此
講
演
惣
有
七
門
。

一
ニ
ハ

観
音
本
源
門
、
二

ニ
ハ

名
号
讃
歎
門
、
三

ニ

形
声
応
化
門
、

四
ニ

本
願
利
益
門
、
五

ニ

宿
縁
厚
故
門
、
六

ニ

如
意
福
徳
門
、

七
ニ
ハ

往
生
極
楽
門

ナ
リ

。

〽
第
一
観
音
本
源
門

ト

者
、
〽
夫
此
大
聖
観
自
在

菩
薩
者
、
〽
一
切
如
来
浄
妙
法
身
之
体
、
三
世
諸
仏

ア
ル
シ

大
悲
法
門
之
主
也
。
〽
四
十
一
地

ノ

瓔
珞
露

ヲ

垂
レ
テ

、

無
垢
摩
尼
之
珠
離

タ々
リ

。
〽
四
十
二
重

ノ

無
明

雲
晴

テ

、
妙
覚
水
精
之
月
明

タ々
リ

。
或
結

テ二

３０３５４０４５
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タ
チ
マ
チ

三
覚

ノ

々
果

ヲ
一

、
致
二

実
報

ノ

華
台

ニ
一

、
乍

ニ

灌
テ

二

五

智
々
水

ヲ
一

、
列

ナ
ル

二

密
厳
海
会

ニ
一

。
〽
尋

レ
ハ

二

本
誓
證
入

ヲ
一

者
、
摩
尼
蓮
花

ノ

両
部
。
謂

ヘ
ハ

二

本
位

ノ

月
輪

ヲ
一

者
、
金
剛

胎
蔵
諸
会

ナ
リ

。
〽
然
則
〽
四
曼
之
春

ノ

園
ニ
ハ

、

ハ
ナ
ア
サ
ヤ
カ

法
曼
荼
之
華
鮮

ニ

、
〽
五
智
之
秋

ノ

天
ニ
ハ

、
妙
観
察

ア
キ
ラ
カ

智
之
月
晰

ナ
リ

。
〽
九
尊
蓮
台

ニ
ハ

、
安

シ
二

大
悲
之
花
葉

ニ
一

、

〽
六
趣
苦
輪

ニ
ハ

、
化

ス
二

上
天
之
著
楽

ヲ
一

。
〽
十
六
大
菩
薩
之

中
ニ
ハ

、
弥
陀
親
近
之
金
剛
法
、
〽
三
部
曼
陀
羅
之

間
ニ
ハ

、
蓮
花
部
院
之
如
意
輪

ナ
リ

。
〽
或

ハ

坐
シ

二

三
十
二

葉
之
蓮
台
一

、
〽
或
住

ス
二

八
輻
千
輻
之
金
輪

ニ
一

。

〽
種
子
者
、
則
三
字
、
顕

ス
二

金
剛
宝
蓮
之
三
形

ヲ
一

。

〽
所
持
者
、
亦
四
種
、
表

ス
二

〽
増
〽
息
〽
敬
〽
調
之
四
実

ノ

法
。
論

レ
ハ

内
證

ヲ

者
、
〽
五
智
五
仏
之
本
源
。
〽
謂

ヘ
ハ

外
用

ヲ
一

者
、
是
三
十
三
身

ノ

能
化

ナ
リ

。
〽
爰

ヲ

以
テ

、
三
世

ノ

諸
仏
之
慈
悲

ノ

水
ハ

、
皆
入

リ
二

大
聖
如
意
輪
之
願
海

ニ
一

、

〽
一
切
菩
薩

ノ

智
恵

ノ

光
リ
ハ

、
悉

ク

出
タ
リ

�

自
二

持
宝
金
剛

ノ

覚

月
ヨ
リ

一

。
〽
矧
乎
〽
大
悲
闡
提
之
本
誓

ハ

、
猶

ヲ

越
二

一
切

５０５５６０
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菩
提
薩
埵
之
悲
願

ニ
一

、
捨
大
慈
悲
之
弘
誓

ハ

、

マ
サ
レ
リ

剰
勝
二

諸
余

ノ

観
自
在
尊
之
本
願

ニ
一

。
〽
経

ニ

曰
、

如
意
輪
神
咒

ト

者
、
一
切

ノ

凡
夫

ノ

、
入
二

如
来
地

ニ
一

頓
悟

ノ

法
門

ナ
リ

。
無
量

ノ

衆
生
、
頓
證
無
上
大
菩
提

ヲ
一

故
ニ

、

施
二

与
ス
ル

一
切

ノ

所
求

ヲ
一

無
上
宝
蔵

ナ
リ

。
早

ク

満
二

足
ス
ト

所
望
悉
地

ヲ
一

云
々
。
〽
然
則
、
此
菩
薩
者
功
徳

最
勝
最
大

ニ
テ

、
利
益
無
量
無
辺

ナ
リ

。
故

ニ

我
等
偏

ニ

敬

タ
ノ
ミ

帰
依

シ
テ

此
尊

ヲ
一

、
世
々
生

ニ々

馮
二

其
誓
願

ヲ
一

、

在
々
処

ニ々

仰
カ
ン

二

彼
利
益

ヲ
一

。
〽
仍
以

テ
二

伽
陀

ヲ
一

、
可

シ
二

讃
歎
礼
拝

ス
一

。
〽
頌
曰
、

〽
一
切
如
来
大
慈
悲

皆
集
一
体
観
世
音

極
楽
称
為
無
量
寿

娑
婆
示
現
観
世
音

南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
〈
三
反
〉

ノ
ヘ

〽
第
二

ニ

名
号
功
徳
門
者
、
先

ニ
ハ

惣
シ
テ

述
二

観
世
音

ノ

徳
行

ヲ

、

今
ハ

別
シ
テ

明
ス

二

其
名
号

ノ

差
別

ヲ
一

。
〽
夫
此
菩
薩

ノ

密
号

ト

者

持
宝
金
剛
、
〽
梵
号
者
振
多
摩
尼
、
〽
或
名

ケ

大

梵
深
遠

ト
一

、
正

ク

号
ス

二

如
意
輪
観
自
在
菩
薩

ト
一

。
〽
別

シ
テ

６５７０７５
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言
ヘ
ハ

�

之
ヲ

、
〽
如
意

ト
ハ

者
、
宝
生
三
摩
耶

ノ

摩
尼
珠
、
〽
雨

ス
二

七
珍
百
福

ノ

宝
財

ヲ
一

。
諸
仏
無
上
福
智
宝
印
、

〽
生

ス

真
如
実
相

ノ

珍
宝

ヲ
一

。
〽
又
是
自
性
本
有
之

ナ
リ

阿
字
門
、
浄
菩
提
心
之
明
月
珠
也
。
〽
輪

ト

者
、
仮

辟
者
、
則
転
輪
聖
王
最
上
殊
持
之
輪
宝
。

〽
論

ス
レ
ハ

実
ヲ

者
、
亦
無
上
世
尊
金
剛
堅
固
之

輻福
輪
也
。
〽
然
則
、
〽
飛

シ
テ
ハ

二

金
剛
輪

ヲ
一

、
摧
二

破
シ

怨

敵
ノ

四
魔

ヲ
一

、
転

シ
テ
ハ

二

妙
法
輪

ヲ
一

、
断
除

ス

無
始

ノ

三
毒

ヲ
一

。

ア
ソ
フ

〽
観
自
在

ト

者
、
遊
二

普
門
方
便

ニ
一

、
智
恵
入
蓮
花

三
昧

ニ
一

異
名

ナ
リ

。
〽
菩
薩

ト

者
、
発
菩
提
心
、
利
益

ナ
ナ
リ

衆
生

ノ

称
也
。
〽
凡
能
所
境
智
之
観
相
応

シ

、

事
理
冥
顕
之
和
合
、
〽
名
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
也
。

ス
レ
ハ

ス
レ
ハ

ソ
ナ
フ

〽
受
持
者
、
顕

シ
二

霊
験
於
即
時

ニ
一

、
称
念
者
、
備
二

福

利
於
現
身

ニ
一

。
実

ニ

知
ヌ

。
滅
二

三
毒
七
難

ヲ
一

、
満
二
求

両
願

ヲ
一

、
偏

ニ

無
シ

�

過
ル
ハ

二

観
世
音

ノ

名
号
之
功
用

ニ
一

。
茲

ヲ

以
テ

ノ

ウ
カ
ヘ

心
水

ニ

観
ス
レ
ハ

二

名
字

ヲ
一

、
感
応
之
月
浮
�

影
ヲ

、
詞
林

ニ

ハ
ナ
フ
サ

唱
レ
ハ

二

尊
号

ヲ
一

、
栄
花
之
色
開

ク
�

蘂
ヲ

。
〽
名
号

ノ

功
徳
、
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ヤ

殊
ニ

以
テ

不
可
思
議

ナ
ル
ヲ

乎
。
〽
仍
為
�

蒙
ン
カ

二

如
�

此
利
益

ヲ
一

、
以

伽
陀

ヲ
一

、
可

シ
二

讃
歎
礼
拝

ス
一

。
〽
頌
曰
、

〽
衆
生
聞
名
者

永
離
三
悪
道

浄
於
三
毒
根

成
仏
道
無
疑

南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
〈
〽
三
反
〉

〽
第
三

ニ

形
声
利
益
門

ト

者
、
〽
前

ニ
ハ

明
シ

二

名
号

ノ

力
用

ヲ
一

。

次
ニ

述
二

体
相

ノ

功
徳

ヲ
一

。
〽
夫
此

ノ

菩
薩

ト

者
、
居

シ
テ

二

彼
三
々

品
ニ

一

、
一
生
補
処

ノ

大
士
、
〽
遊

フ
二

此
五
々
有

ニ
一

、
六
道
能
化

ノ

薩
埵
。
浄
土
穢
土

ノ

利
益
〽
更

ニ

不
�

癈
。
善
趣
悪

趣
ノ

済
度
長

ク

無
シ

�

絶
ル
コ
ト

。
〽
始

メ

自
リ

二

仏
界
一

、
終
至

ル
マ
テ

二

那
落

ニ
一

、

カ
ミ

モ

現
シ
テ

二

一
々
色
身

ヲ
一

、
済
度

ス

之
ヲ

一

。
〽
上
自
二

有
頂
一

、
下
及
二

無
間

ニ
一

、
発

シ
テ

二

種
々
音
声

ヲ
一

、
教
二

化
之

ヲ
一

。
横
遍

シ
二

十
方

ニ
一

、

ア

ヽ

竪
亘

テ
二

三
世

ニ
一

、
〽
無

ク
二

所
ト
シ
テ

不
ス
ト
云

�

現
一

無
シ

二

形
ト
シ
テ

不
ス
ト
云
コ
ト

�

示
サ

一

。
〽
嗚
呼
、

〳
〵

ワ
カ
チ

カ
タ
チ
ヲ

ノ

感
応
セ
キ

ト々
シ
テ

、
頒
二

形
於
三
十
三
之
月

ニ
一

、
〽
機
縁

マ
チ
〳
〵

ホ
ト
コ
ス

区
ニ々
シ
テ

、
播
二

声
ヲ

於
一
十
九
之
風

ニ
一

。
〽
況

ヤ

過
去

ニ
ハ

正
法
明
、
〽
現
在

ニ
ハ

観
自
在
王
尊
、
〽
未
来

ニ
ハ

普

光
功
徳
山
王
仏

ト

。
〽
爰

ニ

知
ヌ

。
唱
正
覚

ヲ

於

三
世

ニ
一

、
施

ス
二

応
用

ヲ

於
十
方

ニ
一

。
〽
即

チ

首
ニ
ハ

戴
二

本
仏

ヲ
一

、

１００１０５１１０
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表
ス

二

妙
観
察
智
之
説
法
果
徳

ヲ
一

。
〽
其

ノ

身
ニ

具
シ
テ

二

六
臂
一

、

主
ト
ル

二

六
大
法
身
之
即
身
成
仏

ヲ
一

。
〽
思
惟

ノ

手
ニ
ハ

者
、
表

大
悲
抜
苦
之
徳

ヲ
一

、
〽
顕

シ
二

愍
念
有
情
之
意

ヲ
一

、
廻

シ
テ

方
便

ノ

功
智

ヲ
一

、
〽
渡
難
度
之
衆
生

ヲ
一

之
相
也
。
〽
宝
珠

ノ

手
者
、

大
慈
与
楽
之
相
、
財
施
満
足
之
徳
也
。
欲
�

得
大
福
徳
者
、

必
可
�

念
此

ノ

手
ヲ

一

。
〽
念
珠

ノ

手
者
、
定
恵
相
応
之
徳
、
以

ツ
ラ
ヌ
キ

ミ
カ
ヒ
テ

恵
ノ

糸
ヲ
モ
テ

、
貫
二

定
珠

ヲ
一

、
〽
瑩
二

百
八
三
昧

ノ

明
珠

ヲ
一

、
除
二

八
万

四
千

ノ

癡
暗

ヲ
一

。
常

ニ

得
二

安
穏

ヲ
一

、
住

ス
ル

二

無
畏

ニ
一

相
也
。
〽
按
山

ノ

手
者
、
大
定
寂
静
之
徳
、
〽
下
化
衆
生
之
相
也
。
住

真
如

ノ

黄
地

ニ
一

、
不
�

被
�

動
二

八
風

ニ
モ

一

。
押

シ
テ

二

法
性
之
金
山

ヲ
一

、

カ
タ
フ
ケ
ラ

エ

不
�

被
�

傾
三
毒

ニ
モ

一

。
即

チ

得
二

長
遠
寿
命

ヲ
一

、
〽
又
備
二

強

盛
ノ

色
力
、
此
手

ノ

用
力
也
。
〽
蓮
花
手
者
、
慈
悲

同
体
之
徳
、
〽
法
〽
愛
和
合
之
相
也
。
内
證
覚
悟

ノ

心
蓮
花
、

自
性
清
浄

ノ

三
摩
耶
也
。
〽
念
�

之
者
、
不
染
煩
悩
之
□

ハ

濁
ニ
モ

一

。
持
�

之
者
、
能

ク

浄
ム

二

諸
非
法

ヲ
一

。
被
二

衆
人

ニ

敬
愛
一

、

〔
碍
カ
〕

得
ル

二

無
□
弁
説

ヲ
一

相
也
。
〽
持
輪

ノ

手
者
、
如
来

大
智
之
輪
宝
、
威
怒
降
伏
之
金
剛
、
遍
照

１１５１２０１２５１３０
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牟
尼
之
一
字
金
輪
、
〽
摧
魔
怨
敵
之
三
摩
耶
形
也
。

即
チ

転
テ
ハ

二

無
上
法
輪

ヲ
一

、
令
�

得
二

一
切
種
智

ヲ
一

、
除

キ
二

内
外
障
難

ヲ
一

、

ホ
シ
イ
マ
ヽ
ニ
シ

令
�

成
二

二
世
悉
地

ヲ
一

。
念

ス
ル

二

此
手

ヲ
一

者
、

縦
二

甘
羅
之
栄
禄

ヲ
一

。

ノ

持
此
輪

ヲ
一

者
、
越

テ
ン

二

旬
氏
之
昇
進

ニ
一

矣
。
広
博
六

カ
タ
チ

臂
之
力
、
化

ス
二

六
道

ノ

生
ヲ

一

、
普
現
三
昧
之
形
、
度
二

三
有

ノ

海
ヲ

一

。
況

ヤ

所
ハ

�

坐
ス
ル

者
、
上
求
菩
提

ノ

山
岳
、
万
行
万

善
成
�

林
ヲ

。
所
湛
者
、
下
化
衆
生

ノ

池
水
、
大
慈
大

悲
ノ

浪
潔

シ

。
〽
凡
厥

ノ

相
好
荘
厳
、
併

ラ

為
ナ
リ

衆
生
与
願

ノ

也
。
〽
仍
諸
衆
以
伽
陀
、
可
二

讃
歎
礼
拝

ス
一

。
〽
頌
曰
、

〽
六
臂
広
博
体

能
遊
於
六
道

以
大
悲
方
便

断
諸
有
情
苦

南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
〈
〽
三
反
〉

〽
第
四
〽
本
願
利
益
門
者
、
〽
前

ニ
ハ

明
シ
ツ

二

形
声

ノ

応
用

ヲ

、

ツ
カ
ヘ
テ

〽
次

ニ

明
ン

二

本
誓

ノ

慈
悲

ヲ
一

。
〽
夫
此
菩
薩

ト

者
、
侍
二

多

千
億
仏

ニ
一

、
発
二

大
清
浄

ノ

願
ヲ

一

、
垂
憐
愍
方
便

ヲ
一

、
施

ス
二

降
化

ノ

神
力

ヲ
一

。
慈
悲
之
雲
眇

ト々
シ
テ

、
普

ク

澍
二

甘

露
之
法
雨

ヲ
一

。
弘
誓
之
海
漫

ト々
シ
テ

、
広
浮

フ

済
度
之
舩
筏
一

。

無
縁
之
慈
悲
広
大

ニ
シ
テ

、
無

ク
�

親
キ
モ

無
シ

�

疎
モ

。
無
作

ノ

誓
願

１３５１４０１４５
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甚
深

ニ
シ
テ

、
無

ク
�

始
モ

無
シ

�

終
リ
モ

。
〽
本
願

ニ

云
ク

、
一
切

ノ

衆
生

ヲ

作
シ

�

仏
ニ

チ
カ
ツ
テ

畢
後
、
我
当シ

ニ
二

成
仏

ス
一

。
若

シ

残
サ
ハ

二

一
人

モ
一

者
、
誓

不
シ
ト

�

取
二

正
覚

ヲ
一

云
々
。
〽
又
如

ン
ハ

�

経
云

フ
カ

一

、
若

シ

持
二

念
ス
ル

如
意
輪

ヲ
一

者
ハ

、

一
切

ノ

時
処

ニ

皆
無

ク
�

有
ル
コ
ト

二

障
碍
一

、
於
二

内
外
行
業

ニ
一

、
速

ニ

エ

円
二

満
シ

諸
ノ

所
作
事

ヲ
一

、
〽
常

ニ

得
二

勝
利

ヲ
一

、
威
光
増
長

シ
テ

、

具
大
自
在

ヲ
一

、
開
二

発
智
恵

ヲ
一

、
得
弁
才

ヲ
一

語
言
三
昧
之

音
声
微
妙

ニ
シ
テ

、
過
現

ノ

一
切
罪
障
無

ク
�

不
�

滅
、
現
当

ノ

ス

一
切
吉
祥
無

シ
�

不
ト
云
コ
ト

至
ラ

一

云
々
。
〽
凡
誓
願
利
益
無
量

ナ
リ

。

テ

以
�

要
ヲ

言
�

之
ヲ

、
三
業
六
情
之
罪
垢
、
智
水
洗
而

不
�

留
。
四
重
五
逆
之
業
塵
、
悲
風
払
而
無

タ
チ
マ
チ

ク
タ

�

残
ル
コ
ト

一

。
〽
況

ヤ

十
魔
四
魔

ノ

々
軍
遽

ニ

挫
キ

、
百
病
万

病
之
気

ヲ
一

ス
ミ
ヤ
カ
ニ
シ
リ
ソ

ク

。
〽
又
離
雷
風
水
火
之
難

ヲ
一

、

ソ
ク

ヲ
ソ
レ

ク
ワ
セ
ン
チ
ン
ノ

〽
又
無

シ
二

刀
疾
餓
賊
之
怖
一

。
兵
戈
戦
陣
之
中
、
得
二

勝
利

ヲ
一

、
諍
論
訴
訟
之
処
、
顕
二

名
誉

ヲ
一

。
満
二

寿
命
於
千
歳

ニ
一

、
招

キ
二

敬
愛
於
万
人

ニ
一

、
才
智
湛

ヘ
二

ナ
カ
ス

ヒ
ツ
フ

北
海

ニ
一

、
巧
弁
流
二

懸
河

ヲ
一

。
〽
加
之
、
疋
夫

ハ

昇
リ

二

三

キ
ン

ノ

ソ
ナ
ヘ
テ

台
ニ

一

、
専

シ
二

覲
天
之
礼

ヲ
一

、
傭
女

ハ

備
二

六
宮

ニ
一

、
継
懐
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日
之
夢

ヲ
一

。
〽
就
中
、
観
音

ハ

是
レ

慈
悲

ノ

本
、
女
人

ハ

ノ

則
慈
悲
之
質
也
。
〽
故

ニ

和
光
垂
迹
之
形

チ

、
多

ク
ハ

現
ス

二

婦
女

ノ

身
ヲ

一

。
利
生
感
応
之
道
、
殊

ニ

満
二

女
人
願
一

。
何

況
ヤ

、
雖
決
定
業

ナ
リ
ト

一

、
念

ス
レ
ハ

能
ク

転
ス

�

之
ヲ

一

。
雖
�

墮
ス
ト

二

悪
道

ニ
一

、

必
ス

代
テ

受
ク

�

苦
ヲ

。
〽
然
則
、
振

テ
二

十
力
折
伏
之
威

ヲ
一

、

ク
タ
キ

□
二

獄
率

ヲ
一

、
摧
二

刀
山

ヲ
一

、
施

ス
二

一
子
慈
悲
之
徳

ヲ
一

、
代

テ
二

罪
人

ニ
一

入
鉄
城

ニ
一

者
也
。
〽
経

ニ

云
ク

、
若

シ

誦
レ
ハ

二

如
意
輪
神
呪
一
遍

ヲ
一

如
ク

�

上
ノ

、
諸
事
皆

ナ

悉
ク

得
二

成
弁

ス
ル
コ
ト
ヲ

一

云
々
。
〽
又
云
、
仮
令

仏
眼
墮
二

落
シ
テ

大
地

ニ
一

、
無
量
億
劫

ニ
モ

不
ト
モ

�

還
二

本
処

ニ
一

、
大

シ

悲
ノ

誓
願
不
�

墮
セ

二

両
舌

ニ
一

。
〽
又
、
若

シ

有
テ

二

衆
生
一

、
於

テ
二

未
来
世

ニ
一

、

誦
持

シ

此
ノ

呪
ヲ

一

者
、
以

テ
二

本
願

ヲ
一

故
ニ

、
我
来

テ
二

其
前

ニ
一

、
随

テ
二

所
望

ノ

意
ニ

一

、
令
�

満
二

一
切

ノ

無
量

ノ

大
願

ニ
一

。
若

ハ

少
、
若

ハ

多
、
不

ト
ケ

�

果
タ
シ

二

遂
其

ノ

悉
地

ヲ
一

者
、
不
�

得
�

名
ヲ

一

為
二

如
意
宝
珠

ノ

大
祕
密
一

云
々
。

〽
如
�

是
、
誓
願
不
思
議
甚
深

ニ
シ
テ

、
無
量
広
大
也
。
〽
金
言
不
�

誤
、

利
生
無
�

疑
ヒ

。
〽
仍
大
衆
以
二

伽
陀

ヲ
一

可
シ

二

讃
歎
礼
拝

ス
一

。
〽
頌
曰
、

〽
若
我
誓
願
大
悲
中

一
人
不
成
二
世
願

我
墮
虚
妄
罪
過
中

不
還
本
覚
捨
大
悲

１６５１７０１７５１８０
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南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
世
音
菩
薩
〈
三
反
〉

〽
第
五

ニ

宿
縁
厚
故
門

ト

者
、
〽
前

ニ
ハ

明
シ
ツ

二

大
悲
本
誓

ノ

甚
深

ナ
ル
コ
ト
ヲ

一

、

ノ
ヘ
ン

〽
今
展
二

此
界

ノ

衆
生

ノ

機
縁
相
応

ス
ル
コ
ト
ヲ

一

。
〽
此
菩
薩

ハ

、
娑
婆

ナ
リ

有
縁

ノ

薩
埵
、
利
生
無
雙

ノ

大
士
也
。
〽
寔

ニ

此
ノ

土
之
衆
生

ハ

、

ナ
ル
ヲ
ヤ

〽
於
彼
尊

ニ
一

繋
属
結
縁
尤
深
厚
乎
。
〽
夫
以
、

イ
ハ
フ

胡
馬
嘶
二

塞
北
之
風

ニ
一

、
〽
尚
有

リ
下

恋
ル

二

故
郷

ヲ
一

之
声
上

。

観
音

ハ

掉
シ
テ

二

願
海
之
舩

ニ
一

、
何

ソ

無
シ

下

度
二

旧
親

ヲ
一

之
情
上

。

是
以
、
一
生
補
処
之
今
、
雖

ト
モ

�

在
リ
ト

二

安
養

ニ
一

而
得
二

法
身

ヲ
一

、

ム
ス
フ

四
弘
誓
願
之
昔
、
猶

ヲ

於
テ

二

忍
界

ニ
一

而
結
二

僧
那

ヲ
一

。
然

レ
ハ

則
、

娑
婆
者
桑
梓
之
地

ナ
リ

。
故

ニ

遍
ク

覆
フ

二

功
徳
林
之
蔭

ニ
一

。

カ

フ

ノ

ナ
ヲ
セ
イ

チ
ヨ
ウ

〽
我
等

ハ

葭
莩
之
友
也
。
〽
仍
生
二

長
ス

大
悲
水
之
流

ヨ
リ

一

。

〽
況
本
朝
大
日
本
国
者
、
偏

ニ

於
テ

二

如
意
輪

ニ
一

、
而
感

ア
マ
ネ
キ

応
是
溥
者
也
。
所
以
者
何

ナ
レ
ハ

、
〽
百
済
国

ノ

七
釈

ノ

霊
像

ヲ

、

送
テ

而
安

シ
二

極
楽

ノ

東
門
之
閣

ニ
一

。
〽
上
宮
王

ノ

七
生

ノ

ヲ
ク

ヨ
ウ

本
尊

ヲ

、
留

テ

而
置
二

雍
州
北
京
之
室

ニ
一

。
〽
聖
武

ヲ
シ
ヒ
ラ
ヒ
テ

皇
帝

ハ

排
二

仏
殿
於
南
都

ニ
一

、
和

シ
テ

二

泥
土

ヲ
一

、
造

ル
二

如
意
輪

ヲ
一

。

ラ
ウ
ヘ
ン

〽
良
弁
僧
正

ハ

得
シ

二

沙
金
於
東
土

ニ
一

、
尋

テ
二

石
山

ヲ
一

、
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祈
リ
キ

持
宝
金
剛

ニ
一

。
〽
弘
法
大
師
者
、
第
三
地
菩
薩
、

励
彫
刻
之
功

ヲ
一

、
顕

シ

形
像

ヲ

於
摩
尼

ノ

峯
ニ

一

。
〽
性
空
聖
人
者
、

ツ
ケ

六
根
浄

ノ

行
者
、
依

テ
二

天
人
之
告

ニ
一

、
刻
生
木
於
書
写

ノ

山
ニ

。
〽
爰

ニ

知
ヌ

、
観
世
音
者
、
娑
婆

ニ

縁
深

ク

、
〽
日
域

ニ

ア
ツ
シ
ト

契
リ

厚
云
コ
ト
ヲ

。
〽
何

ニ

況
、
釈
迦
如
来
以
二

閻
浮
提
之
諸
衆
生

ヲ
一

、

併
ラ

付
二

属
ス

此
菩
薩

ニ
一

。
尤
可
�

仰
二

其
ノ

利
益

ヲ
一

。
〽
経

ニ

云
ク

、

爾
時
、
世
尊
告

テ

如
意
輪
観
自
在
菩
薩

ニ
一

言
ク

、
以

テ
二

此
ノ

一
切
衆
生

ヲ
一

、
付
二

属
ス

於
汝

ニ
一

、
勿

レ
ト

二

以
テ

有
ト
モ

�

過
、
而
便

チ

棄
捨

ス
ル
コ
ト

一

云
々
。

〽
加
之
、
当

テ
二

末
法
末
世
之
比

ニ
一

、
〽
於

テ
ハ

二

下
愚
下
劣
之
輩

ニ
一

、

偏
ニ

可
�

憑
二

此
尊

ヲ
一

。
〽
所
謂

ル

〽
経

ニ

云
ク

、
〽
若
善
男
子

善
女
人
、
於

テ
二

末
来
世

ノ

中
ニ

一

、
誦
二

持
セ
ン

如
意
輪
明
呪

ヲ
一

時
、

エ
ラ
ハ

不
�

隔
二

浄
ト

与
�

穢
ト
ヲ

、
〽
不
�

択
二

日
月
星
辰
吉
凶

ヲ
一

、

カ
ラ

オ
ヨ
ヒ

別
シ
テ

不
�

修
二

斎
戒

ヲ
一

。
〽
亦

タ

不
�

仮
二

洗
浴
及
以

テ

浄
衣

ヲ
一

不

ナ
ス
コ
ト

�

可
二

一
日
二
日

ノ

断
食

ヲ
モ
ス

一

。
〽
亦

タ

無
ク

�

作
二

辛
苦
之
行

ヲ
一

、

オ
ヨ
ヒ

不
�

須
ク

下

厳
二

浄
シ

壇
場

ヲ
一

〽
及
種

ノ々

尊
重

ノ

作
法

ヲ
モ

上

。
但

シ

着
シ
テ

二

常
ノ

衣
服

ヲ
一

、
若

シ

誦
ス
レ
ハ

二

一
遍

ヲ
一

、
如

ク
�

上
ノ

、
諸
事
悉

皆
遂

ケ
�

意
、
百
千
種

ノ

事
一
切

ノ

所
願
皆
悉

ク

円
満

ス
ト

云
々
。
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カ
ナ
ヘ
リ

〽
誠
憑
哉
。
行
儀
応

シ
二

我
等

ニ
一

、
利
生
契
二

末
法

ニ
一

。
持
念

カ
タ
カ
ラ

無
ク

�

煩
、
勤
行
有

リ
�

便
リ

。
悉
地
惟

レ

易
ク

、
感
応
不
�

難
故

ニ

、

カ

ク

忍
界
南
浮
大
日
本
国
末
法
下
愚

ノ

七
種

ノ

弟
子

ハ

、
偏

ニ

仰
二

此
尊

ノ

本
誓

ヲ
一

、
一
切
善
願

ヲ

可
シ

二

満
足

ス
一

。
〽
仍
先
以
二

伽
陀
一

、
可

シ
二

讃
歎
礼
拝

ス
一

。
〽
頌
曰
、

〽
我
等
住
於
娑
婆
界

学
修
如
来
自
他
門

救
度
閻
浮
日
本
国

以
此
因
縁
礼
仁
者

南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
〈
〽
三
反
〉

〽
第
六

ニ

如
意
福
徳
門

ト

者
、
〽
前

ニ
ハ

明
シ
ツ

三

機
感
相
応

シ
テ

施
ス
コ
ト
ヲ

二

福
智
二
厳

ヲ
一

、
〽
今
且

ク

其
ノ

中
ノ

祈
ル
ヘ
シ

二

福
徳
之

ネ
カ
ツ
テ

チ
ヨ
ク
ヲ

利
益

ヲ
一

。
夫
冀
二

樹
提
伽
之
勝
躅
一

、
開

キ
二

福
田

ヲ

於

ツ
タ
ヘ
テ

マ
ネ
ク
ヘ
シ

即
生

ニ
一

、
伝
二

迦
羅
越
之
妙
指

ヲ
一

、
招
二

宝
財
於
現
身

ニ
一

。

コ
コ
ニ

〽
於
焉
、
幸
福

ハ

尤
可
�

願
�

之
一

。
貧
賤
誰

レ
カ

不
ン

�

厭
�

之
ヲ

一

。

〽
是

ヲ

以
テ

、
菩
薩

ノ

六
度

ニ
ハ

闕
シ

二

檀
度
之
済
行

ヲ
一

、
止
観

ノ

五
縁

シ
ツ

マ
ホ
ツ
テ

カ
タ
ヲ

イ
タ
キ
ヲ
ト
シ
ヌ
ル

失
ス

二

衣
食
之
助
道

ヲ
一

矣
。
〽
出

テ
ハ

瞻
�

肩
、
懐
下

劣
二

等

ハ
チ
ア
ル
コ
ト
ヲ

ヒ
サ
ヲ

カ
ナ
シ
ム

ナ
キ
コ
ト
ヲ

カ
ヘ
リ
ミ
ル

輩
ニ

一

之

恥
上

、
〽
入

テ
ハ

屈
シ
テ

�

膝
、
悲
�

無
下

顧
ニ

親
属

ヲ

之

ト
ム
ル
モ
ノ
ハ

ウ
ヘ

ヒ
ン
ナ
ル
モ
ノ
ハ

力
ヲ

上

。
〽
況

ヤ

富
者
、
随

テ
�

縁
ニ

自
然

ニ

殖
二

善
根

ヲ
一

、
貧
者
、
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フ
レ
テ

シ
ニ

触
�

事
不
慮
犯

ス
二

罪
根

ヲ
一

。
〽
故

ニ

〽
或

ハ

説
ケ
リ

下

閻
浮
提

ノ

衆
生

ノ
ヘ
タ
リ

多
由

テ
�

貧
ニ

、
墮

ス
ト

中

悪
道

ニ
上

。
〽
又
演
下

諸
苦

ノ

中
ニ
ハ

以
ノ

貧
苦

ヲ
一

為
ス
ト

中

第
一

ノ

苦
ト

上

云
々
。
〽
因
�

茲
、
早

ク

祈
リ

二

福
徳
之
一
門

ヲ
一

、

ヲ
モ
フ

カ
タ
ト
ツ
テ

欲
�

成
セ
ン
ト

二

大
願

ヲ

於
二
世

ニ
一

。
〽
然

ル
ニ

今
、
此
菩
薩

ト

者
象

宝
部
摩
尼
門

ヲ
一

、
持

シ
テ

二

如
意
宝
珠

ノ

玉
ヲ

一

、
衆
生

ニ

与
ヘ

二

ミ
ツ

財
福

ヲ
一

、
行
者

ノ

満
二

諸
願

ヲ
一

矣
。
〽
経

ニ

云
ク

、
若

シ

於
テ

二

此
土

ノ

中
ニ

一

、

欲
フ

�

求
ン
ト

二

現
報

ヲ
一

諸
ノ

悪
業
薄
福

ノ

衆
生
、
充
二

満
セ
ン

世

タ
レ

出
世
間

ノ

無
上

ノ

果
報
一
切
所
望

ヲ
一

云
々
。
如

ク
二

儀
軌

ニ

云
カ

一

、
誰

モ
ノ

有
ル

薄
福

ノ

者
一

、
〽
当シ

ニ
�

満
ス

二

一
切

ノ

願
ヲ

一

云
々
。
〽
准
二

随
心
如
意
輪
経

ニ
一

云
、

フ
ラ
ス

是
レ

能
ク

雨
二

無
量

ノ

財
宝

ヲ
一

如
意
宝
珠
也
。
速

ニ

得
ル

二

世
間

ノ

一
切
財

ヲ
一

故
ト

云
々
。
〽
又
云
、
我
速

ニ

令
�

得
セ

二

美
妙
七
宝

ノ

衣
服

飲
食
及
妻
子
眷
属
車
乗
城
邑

ヲ

満
足

ス
ル
コ
ト
ヲ

一

云
々
。
〽
然

レ
ハ

則
、

ナ
サ
ン

於
二

此
如
意
輪

ニ
一

、
聞

キ
�

名
ヲ

、
懸

テ
�

憑
ヲ

、
作
二

一
花
一
香

ノ

善
ヲ

一

タ
ク
ヒ

ウ
ツ
シ

ハ
コ
ハ
ン

キ
ハ
メ
テ

之
彙
、
摸
�

形
ヲ

、
凝

シ
テ

�

信
ヲ

、
運
二

一
称
一
礼

ノ

功
ヲ

一

之
族
、
〽
窮
二

カ

ノ

ホ
シ
イ
マ
ヽ
ニ
セ
ン

ユ
タ
カ
ニ
シ
テ

王
家
之
懐
富

ヲ
一

、

縦

二

輪
王
数
万
之
福
利

ヲ
一

、
〽

豊
二

人
臣
之
資

ウ
ン
テ
ハ

貯
ヲ

一

、
預

ラ
ン

二

居
士
至
徳
之
良
財

ニ
一

。
〽
加
�

之
、
生
二

福
徳
智
恵

ノ

カ
ヽ
ヤ
カ
シ

キ

キ
ウ
チ
ヤ
ウ

之
男

ヲ
一

、
耀
二

栄
暉

ヲ

於
九
重

ニ
一

、
賜

テ

端
正
衆
相
之
女

ヲ
一

、
施

ン
二

２３５２４０２４５
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ホ
コ
ツ
テ

キ
リ
ン

カ
サ
リ

敬
愛

ヲ

於
一
朝

ニ
一

。
茲

ヲ

以
テ

、
矜
二

季
綸
之
福
庭

ニ
一

、
飾
二

錦

障
於
五
十
里
之
地

ニ
一

、
遊

テ
二

須
達

カ

之
財
苑

ニ
一

、
披

ン
二

華
堂

ヲ

於
四

ノ

十
余
之
院

ニ
一

。
〽
然
則
、
六
度
四
接
者
、
始

メ

自
リ

二

初
門
一

、
満
二

足
シ

之
ヲ

一

、

イ
タ
ル
マ
テ

百
福
万
徳
者
、
迄
二

于
極
位

ニ
一

、
円
満

ン

之
ヲ

一

。
〽
仍
各

ノ

以
二

伽
陀

ヲ
一

、

可
シ

二

讃
歎
礼
拝
一

。
〽
頌
曰
、

〽
摩
尼
蓮
華
部

多
人
所
敬
愛

此
即
如
意
輪

能
成
諸
事
業

南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
〈
三
反
〉

〽
第
七

ニ

往
生
極
楽
門

ト

者
、
〽
前

ニ
ハ

既
ニ

明
シ
ツ

二

今
生

ノ

所
求

ヲ
一

。
今
当

ニ

タ
ヽ

願
フ

二

来
世

ノ

出
離

ヲ
一

。
〽
如

ク
二

経
ニ

云
カ

一

、
非

ス
三

但
現
世

ニ

得
ル
ノ
ミ
ニ

二

大
福
利

ヲ
一

、
亦
於
二

ウ

当
生

ニ
一

獲
ト

大
功
徳

ヲ
一

云
々
。
〽
就
�

中
、
至

テ
ハ

二

当
寺

ノ

観
音

ニ
一

者
、

巧
匠
未サ

ル
ニ

タ
二

加
ヘ

�

切
ヲ

一

、
天
人
既

ニ

来
テ

作
ス

�

礼
ヲ

。
当シ

ニ
�

知
ル

生
木

ノ

紅
桜
即

チ

是
生
身

ノ

金
容

ナ
リ
ト
云
事
ヲ

。
〽
其
讃
歎

ノ

偈
ニ

云
、
〽
稽
首

生
木
如
意
輪
、
能
満
有
情
福
寿
願
、
亦
満
往
生
極
楽
願
、

キ
ツ
ナ

百
千
倶
胝
心
所
念

ト
云
々

。
〽
夫
以

ハ

、
名
利

ハ

生
死
之
絆
、
結

フ
二

三
途

ノ

鉄
網

ヲ
一

。

ツ
ハ
サ

カ
ケ
ル

ノ

イ
カ
ヽ
セ
ム

道
心
菩
提

ノ

翔
、
翔
二

九
品
之
金
台

ニ
一

。
不
�

可
�

不
ン
ハ
ア
ル

�

歎
カ

一

。
可

シ
�

悲
ム

何
為
。

エ
ウ
エ
ン
ノ

ヨ
ハ
ヒ
ヤ
ヽ
タ
ケ
テ

ム
サ
フ
テ

〽
然

ル
ニ

我
等
着

シ
テ

二

妖
艶
之
色
声

ニ
一

、
盛

ナ
ル

齢
稍
闌
、
婪
二

２５０２５５２６０２６５
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ノ

イ
ヨ
〳
〵
セ
マ
ル

タ
ヽ
フ

邪
慢
之
名
利

ヲ
一

、
余
命
愈
疚
。
〽
譬
二

身
ヲ

於
少
水
之
泡
沫

ニ

、

ト
ヽ
マ
リ

ノ
カ
イ
リ
ヨ
ウ

〽
浮
生
難

ク
�

壅
、
寄

ス
二

心
於
郊
原
之
薤
隴

ニ
一

、
露
命
易

シ

ヲ
ク
ル
ト

サ
キ
タ
ツ
ト

ヲ
ソ
シ
ト

�

消
一

。
〽
雖
�

後
一

〽
雖
�

前
一

、
冥
途

ハ

可
キ

�

行
ク

一

之
路

ナ
リ

。
〽
雖
�

淹
一

ト
シ
ト

ト
ヽ
マ
ラ

サ
カ
ヒ

カ
ヽ
ワ
サ
レ
オ
ホ
ワ
ケ（
朱
）

〽
雖
�

速
一

、
生
死

ハ

必
ス

不
ル

�

疚
之
彊
也
。
〽
悲
哉
、
被

テ
�

拘

少

ケ

縁
ニ

一

、
乍
�

思
徒

ニ

送
ル

二

星
霜

ヲ
一

、
〽
迷
哉
、
稀
二

求
シ
テ

世
間

ニ
一

、
乍

ラ

ス
ミ
カ

�

空
シ
キ

シ々
ク

運
ヘ
リ

二

年
月

ヲ
一

。
〽
実

ニ

可
キ

�

厭
者
、
三
界
六
道
之
栖
也
。

不
レ
ハ

�

厭
悪
趣

ニ

易
シ

�

帰
故

ニ

。
〽
尤
可
�

欣
者
、
九
品
十
楽
之
台
也
。

セ
ン
シ

不
レ
ハ

�

仰
浄
土

ニ

、
難
�

生
シ

故
也
。
〽
然

ニ

今
此
菩
薩

ハ

、
〽
為

シ
テ

二

船
師

ノ

ノ

大
船
師

ト
一

、
渡

シ
二

中
有
之
迷
津

ヲ
一

、
為

シ
テ

二

導
師

ノ

大
導
師

ト
一

、
送

ル
二

西
方

ノ

マ
ウ
ケ

之
覚
岸

ニ
一

矣
。
安
養

ニ
ハ

号
弥
陀

ト
一

、
設
二

行
願
荘
厳
之

浄
土

ヲ
一

、
娑
婆

ニ
ハ

現
シ
テ

二

観
音

ト
一

、
迎

フ
二

欣
求
極
楽
之
衆
生

ヲ
一

。
〽
是
以
、

十
念
成
就
之
終

ニ
ハ

、
捧

テ
二

蓮
台

ヲ
一

而
接
取

シ

、
九
品
往
生
之
始

ニ
ハ

、

転
シ
テ

二

法
輪
一

而
教
化

ス

。
〽
何
況
、
無
障
碍
経

ニ
ハ

、
説

キ
下

捨
テ

二

此
身

ヲ
一

後

則
生

ス
ト

中

西
方

ニ
上

、
〽
金
輪
呪
経

ニ
ハ

、
演

タ
リ

下

命
終

シ
テ

往
中

生
ス
ト

極
楽
世
界

ニ
上

。

ノ
チ
カ
ヒ

〽
我
等

ニ

有
リ

二

往
生
極
楽
之
願
一

、
〽
観
音

ニ

在
リ

二

引
接
西
方
之
盟
一

。

我
所

ノ
�

発
ル

願
望
已

ニ

叶
ヘ
リ

二

彼
所
立
之
本
誓

ニ
一

。
〽
往
生
浄
土

イ
ヤ
シ
ク
モ

ノ

有
ン

二

何
ノ

疑
カ

一

哉
。
〽
然

レ
ハ

則
、
苟
詣

シ
テ

二

黄
金
瑠
璃
之
庭
上

ニ
一

、
瞻
二

２７０２７５２８０
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ヒ
サ
マ
ツ
イ
テ

観
音
紫
磨
之
聖
容

ヲ
一

、
〽
忝

ク

跪
二

赤
栴
檀
之
樹
下

ニ
一

、
拝

シ
二

弥
陀

白
毫
之
妙
相

ヲ
一

、
〽
聞

テ
二

一
実

ノ

道
ヲ

一

、
断

シ
二

三
重

ノ

無
明

ヲ
一

、
終

ニ

〽
開

テ

仏
知
見

ヲ
一

、
入

ン
二

菩
薩

ノ

正
位

ニ
一

。
〽
出
離
生
死
大
願
、
已
満
足

シ
ヌ

。

世
々
生

ノ々

大
幸
、
何
事

カ

如
ン

�

之
哉
。
〽
仍
各
住

シ
テ

二

決
定
往

生
之
願

ニ
一

、
可

シ
三

讃
二

歎
礼
拝

ス

弥
陀
観
音

ヲ
一

。
〽
頌
曰
、

〽
若
人
恒
念
大
士
名

当
得
往
生
極
楽
願

面
見
如
来
無
量
寿

聴
聞
妙
法
證
無
生

〽
願
我
臨
欲
命
終
時

云
々

南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
〈
三
反
〉

〽
抑
我
等
帰

シ
テ

二

如
意
輪

ニ
一

、
〽
仰

ク
カ

二

本
誓

ヲ
一

故
、
預
二

慈
悲
利

チ
ク

生
方
便

ニ
一

、
遂
二

往
生
極
楽

ノ

蓄
懐

ヲ
一

、
〽
拔
済
堪

ヘ
�

力
ニ

、
昇

進
得

リ
�

便
ヲ

。
〽
因
�

茲
、
往

テ
二

十
方

ノ

浄
刹

ニ
一

、
施
二

供
仏
聞
法
之

栄
耀

ヲ
一

、
還

テ
二

六
趣

ノ

穢
土

ニ
一

、
垂

レ
二

引
接
結
縁
之
利
生

ヲ
一

、

発
シ

二

一
子
之
慈
悲

ヲ
一

、
〽
救

ヒ
テ

二

五
道
之
含
識

ヲ
一

、
唱

ン
二

八
相
之

成
道

ヲ
一

。
〽
又
如
意
輪
経

ニ

云
、
破

シ
テ

二

無
上
阿
鼻
地
獄

ヲ
一

、
其
中

ノ

一
切
苦
悩

ノ

衆
生
悉

ク

得
二

解
脱

ス
ル
コ
ト
ヲ

一

、
即
往
二

生
ス
ト

極
楽
世
界
一

云
々
。

〽
寔

ニ

悪
道
之
拔
済
尤
有
�

憑
矣
。
〽
如

ク

経
云

カ
一

、
始

メ

自
今
日

２８５２９０２９５３００
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〽
乃
至
成
仏

シ

、
不

シ
テ

�

墮
二

悪
趣

ニ
一

、
常

ニ

生
ン
ト

二

仏
前

ニ
一

云
々
。

〽
憑
哉
。
依

テ
二

此
ノ

講
演
結
縁
之
力

ニ
一

、
自
二

今
日
一

永
不

ン
�

墮
二

イ
ト
ナ
ミ
ノ

悪
趣

ニ
一

。
是

レ

実
ニ
ネ
カ
ヒ
ノ

忻
ヨ
ロ
コ
ヒ

之
中

ノ

亦
忻

ナ
リ

。
釐
之
中

ノ

猶

釐
也
。
〽
然

ハ

則
、
〽
殊

ニ

以
二

今
日

ノ

所
修
香
華
讃
歎

善
根

ヲ
一

、
惣

シ
テ

今
生

ノ

所
作
事
理
自
他

ノ

衆
善
、
近

ハ

廻
二

施
シ

極
楽
界
之
花
池

ニ
一

、
順
次
往
生
之
蓮
開

ン
�

靨
。

遠
流
二

入
薩
般
若
之
願
海

ニ
一

、
頓
證
菩
提
之
月

浮
ン

�

影
ヲ

。
〽
仍
大
衆
依
二

此
願

ニ
一

、
以

テ
二

伽
陀

ヲ
一

可
シ

�

讃
二

歎
礼

拝
ス

一

。
〽
頌
曰
、

〽
願
以
此
功
徳

云
々

南
無
帰
命
頂
礼
大
慈
大
悲
大
聖
如
意
輪
観
自
在
菩
薩
〈
〽
三
反
〉

〽
命
終
決
定
往
生
極
楽
自
他
法
界
平
等
利
益

如
意
輪
講
式

〽
凡
此
式
者
、
女
人
成
仏
之
事
対
賢
聖
而
懇
望
之
時
、
被
作
与
之
云
々
。

殊
者
書
写
山
帰
二

生
木
尊
一

之
故
也
。

〔
今
既
〕

此
御
作
者
又
其
御
願
主
事
、
慥

ニ

幼
年
之
時
〈
実
祐
〉
雖
聞
師
伝

ヲ

□
□

３０５３１０３１５
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令
廃
忘
訖
。
或
御
女
院
寄
二

莫
太
之
用
途
一

御
懇
望
之
時
、
以
累
月
之
思
惟

作
進
献
之
云
々
。

此
式
之
事
、
先
師
快
祐
法
印
対
慈
雲
法
眼
一

被
書
写
之
本
〈
一
巻
〉、
又
春
湖
居
士

書
之
本
〈
一
巻
〉、
已
上
二
本
、
雖
秘
蔵
之
、
一
乱
之
時
、
取
散
之
訖
。
仍
去

天
正
七
年
〈
己
卯
〉
初
冬
、
堂
舎
結
界
為
清
浄
安
全
、
某
実
祐
、
如
意
輪
堂

参
籠
中
、
頓
書
之
。
但
料
紙
難
求
得
之
故
、
妙
経
八
巻
之
裏

ニ

書
之
。

隔
意
滅
而
不
分
明
也
。
仍
重
而
同
十
五
年
〈
丁
亥
〉
二
月
時
正
中
日

ニ

、
白
地

書
之
処
也
。

誠
是
、
諸
式
之
中

ニ

無
比
類
一

之
文
体
也
。
本
尊
之
御
内
證
、

感
応
行
者
求
願
、
速
成
就
之
也
。
難
有
之
信
心
勇
発
云
々
。

於
十
地
坊
北
窓

法
印
実
祐
〈
八
十
三
〉
書
之
。

私
云
、
善
光
寺
一
光
三
尊
之
板
令
感
得
之
、
数
年
対
数
人
一

以
摺
写
令
施
与
之
故
、
依
其
結
縁
、
不
図
、
旧
冬
従
京
都

被
成
下

綸
旨
上
人
号
実
祐
拝
受
仕
者
也
。
為
恐
々
々
。

然
処
、
翌
年
〈
天
正
十
五
之
秋
、
行
年
八
十
三
〉、
極
老
衰
廃
之
故
、
道
心
勇
発
、
趣
二

行
脚
之
道

ニ一

明
石
之
浪
棹
而
口
号

塵
身

ヲ

風
ニ

任
テ

浪
枕
浮
世

ノ

夢
ヲ

見
果

テ

ヌ
ル
哉

漸
ク

返
リ

来
ル

衆
還

シ

下
ニ

、
立
別

レ

浪
路
隔

ツ
ト

彼
岸

ニ

到
ラ
ハ

早
ク

又
モ

遇
ヒ

見
ン

。
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着
大
坂
殿
下
亭
一

、
息
女
授

ク
二

嘉
名

ヲ
一

。
仍
至
禁
裏

ニ
一

、
北
御
政
所
依
由
状

ニ
一

、
得

御
馳
走
一

。
被
�

任
一

極
籠
権
僧
正

ニ
一

、
遂

ル

参
内
一

之
処
也
。
洛
中
洛
外
霊
仏
霊
社

遂
参
籠
、
善
光
寺
一
光
三
尊
之
板
摺
写

シ

之
一

、
名
号
書
加
之

ヲ
一

、
施
与
法
界

ニ
一

、

幾
千
万
人
乎
。
既
達
叡
聞

ニ
一

、
梶
井
二
品
親
王
被
成
二

令
旨
一

、
重
而
本
書
進
上
之
。

准
后
様
女
御
其
外
悉
及
結
縁
、
得
御
褒
美

ヲ
一

処
也
。
今
於
如
意
輪
堂
一
七
日
籠
勤
中
、
実
祐
書
之
。
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『如意輪講式』表紙見返し・冒頭

『如意輪講式』冒頭
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『如意輪講式』巻末

（１５７）

書
写
山
圓
教
寺
蔵
『
如
意
輪
講
式
』
解
題
と
翻
刻


